
 
 
 
 
 
 

●●  ●●  ●●  交交通通社社会会実実験験がが始始ままりりままししたた 

平成２２年１１月８日（月）から１１月２８日（日）までの予定で実験がスタートしました。 

●●  ●●  ●●  ３３種種類類ののイイメメーージジハハンンププをを設設置置ししままししたた 

 

 
 
 
 
 
 

深大寺通りを通行する車両が『３０ｋｍ規制』を守っていただけるよう， 

「イメージハンプ」と呼ばれる路面の模様や，看板などを設置しました。 

設置工事は実験初日の１１月８日（月）に実施しました。 

●●  ●●  ●●  無無料料駐駐輪輪場場をを設設けけてていいまますす 

歩道上の駐輪を防ぎ，歩きやすい道路に

するために，実験期間中は毎日，深大寺

境内の「深沙の杜」（小田急バス「深大

寺」バス停の裏手）に無料駐輪場を設け

ています。自転車の他，原付やバイクの

方もぜひご利用下さい。 

●●  ●●  ●●  街街づづくくりり協協議議会会のの活活動動紹紹介介をを行行っってていいまますす （土曜日･日曜日･祝日のみ） 

実験の共催団体であり，「水と緑と寺とそばのまち深大寺」を目標に掲

げている「深大寺通り街づくり協議会」の活動を広く知っていただく

ため，実験期間中の土日祝日には，協議会の活動内容を紹介するパネ

ル展示を深大寺境内の「深沙の杜」で行っています。 

深大寺通り交通社会実験中間状況のお知らせ 
平成22年11月19日

～ 人にやさしく走る街 ～

展示パネル

の例 



●●  ●●  ●●ドドラライイババーーののママナナーーアアッッププをを促促すす実実験験をを行行いいまますす  
規制速度 30km を超過しているドライバーが自発的に速度を抑えるよう，ドライバーに

直接働きかけを行い，効果を把握します。効果が確認された場合，効果を持続させる活動

につなげていくことも考えられます。 

実験は，埼玉大学工学部建設工学科 設計計画研究室の協力を得て実施します。 
 

日にち※ １１月２４日(水) １１月２５日(木) 

時 間 午前７時～午前１０時（7時に「深沙の杜」集合） 

項 目 
①「速度超過ドライバー自覚促し実験」

を実施 

①「速度超過ドライバー自覚促し実験」 

②「速度提示実験」  同時実施 

※雨天中止 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●●  ●●  ●●  アアンンケケーートトをを実実施施ししまますす 

１１月２７日（土）・２８日（日）を中心に，来街者や住民の方々などにアンケートを 

実施します。調査票をお渡しした場合は，ぜひご協力をお願いいたします。 

②速度提示実験 

歩行者・自転車利用者がこうむっている危険な

思いを，体験談として直接ドライバーに伝え，

道徳意識に働きかけます。 

①速度超過ドライバー自覚促し実験 

ドライバーが実際に出している速度を直接 

ドライバーに伝え，道徳意識に働きかけます。

実験スタッフがドライバー

に配布物を手渡す 

※イラストはイメージです
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  
【実 施 主 体】調布市・深大寺通り街づくり協議会 

【お問い合わせ】調布市 都市整備部 都市計画課 地域支援係 
〒182-8511 調布市小島町 2-35-1 電話：042-481-7444（直通） 

【集合場所】

深沙の杜

●深大寺小交差点 

 （東向き車両対象） 

●深大寺入口交差点 

 （西向き車両対象） 

○「高橋駐車場」前付近

 （両方向の車両を対象）

三鷹通り 

各実験の実施箇所 

●：①速度超過ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ自覚促し実験 

○：②速度提示実験

※実施箇所は，当日の交通状況によって変更する可能性があります。 


